
10月26～28日、2年生が就業体験実習（イ
ンターンシップ）で約80社の企業でお世話に

なりました。各学科
様々な職種の仕事を
体験させていただき、
生徒達も働くことの大変さや面白さを感じたので
はないでしょうか。ご協力いただいた企業の皆様、
大変ありがとうございました。3日間ではありま
したが、生徒達も今回の経験を糧に、今後の進路
学習・活動等に役立ててくれることと思います。
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生徒の声を取材！ -生徒会広報委員会-
「高文祭を終えて」インタビュー
【演劇部】１０月、都城市MJホールにて演劇部の地区大会に参加しました。１D
瀬口さんは、小道具作りを担当。舞台に登場する「ある機械」を制作するために、
通信工学科の島津先生、木工製作では十田先生にお手伝いいただき、裏方として
役者のサポートを頑張りました。結果は見事入賞！県大会では優勝できるように
頑張りたいとうれしそうに話していました。（１B岩切・菊池）

【写真部】１A金井さんは、初めて写真部門に参加しました。写真の構図やタイ
トルを考えるのを頑張ったそうです。会場の都城市で今大会用に撮影された写真
を鑑賞。表彰式では、本校生徒作品が次年度全国大会・九州大会出場を決めるこ
とができました。今回、部員の一年生が全国大会出場を決めたので自分も励みに
なったと話していました。（２A岡林）

【吹奏楽部】２E稲垣さんは、佐土原高校単独・他校合同演奏に参加しました。
「今まで練習してきたことを本番でしっかりできた。文化祭に向けて頑張ってい
きたい。」と今日も練習に励むそうです。（２E長友）

生徒会役員選挙間近。「７月の参議院議員選挙の投票に行きましたか？」
当時１８歳だった３C石川くんにインタビューしました。投票権を得たことで、
候補者や政党について、両親やインターネットからの情報に関心を寄せていたそ
うです。「人生で初めての投票は緊張感がありました。今後の投票にも積極的に
参加したい。」と話していました。（２C橋口）
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１２月１６日(金)～
１７日(土)に銀麗祭文化

の部が開催されます。ま
た、１７日には中学生を
対象にプレミアムワーク
ショップを行います。
（※事前申込みが必要と
なります）

今回の佐高だよりにチ
ラシを同封してあります
ので、それぞれ詳細につ
きましてはそちらでご確
認下さい。または、本校
HPをご覧下さい。
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エコ電カーステッカーデザイン
産業デザイン科２年 香月彩希さんへ

インタビュー
エコ電カーのステッカーをデザイン

したのは、産業デザイン科２年の香月
彩希さん。文字はF1のような、スピー
ド感のあるかっこいいフォントを選ん
でデザインし、本校キャラクターの
「サくじら」が持っているヘルメット
は、配色やネジ部分などキャラクターに合わせて制作したそうです。放課後、
完成したエコ電カーが工場にあると聞いて、見学させてもらいました。第一印
象は「新幹線のような立体的なフォルム。この中に、どこから人が入るの？」
と驚いていました。また、「形をデザインする点は、プロダクトデザインに通
じるものがありそうですね」と興味深く見ていました。今回の制作は滅多にで
きることではないそうで、「さっそく自分のポートフォリオに掲載します。」
と喜んでいました。

ドライバーとして大会を終えて
通信工学科2年 福島龍一君

今年初めてドライバーという重要な
役割を担うことになりました。資格試
験等もあり、なかなか車体の製作が進
まず、車体が完成したのも大会直前
だったため、運転練習はほぼできてい
ない状態で大会を迎えることになりま
した。昨年度よりも車高を下げ、運転
時の安定性を高めた半面、乗り心地は
悪かったですが満足できる走りができ
ました。
佐土原高校のマスコットであるサく

じらとスポーツカーのGTRにかけて車
体名をSKGRとし、産業デザイン科の
生徒にデザインをしてもらったステッ
カーを貼り付けてあるので、可愛らし
く佐土原高校らしい車体になりました。
熊本大会の経験を活かして次の大会も
より良い成績を残したいと思います。

サくじら号 お披露目

インターンシップ

エコカー部
第14回エコ電レース熊本

10月19日（水）七つの星幼稚舎の年長さんを招いて、
サくじら号の披露試乗会をやったんだ。サくじら号って
いうのは、４学科の技術を集結して制作した小型の電車
だよ。今年の3月から制作を始め、ついに完成を迎える
ことができたんだ。子ども達は何度も乗ってくれて予想
以上に楽しんでくれたから、今後もオープンスクールや
地域のイベントなどで学校PRに活用していくよ～！

銀麗祭 文化の部
プレミアムワークショップのご案内


